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函館西高の遠景 

 

 
 

       

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

 

母
校
の
将
来
に
つ
い
て 

 

会
長 

佐
々
木
太
郎
（
14
回
生
） 

 

今
年
に

入
っ
て
、

母
校
函
館

西
高
の
将

来
に
関
す

る
衝
撃
的

な
ニ
ュ
ー

ス
が
函
館

か
ら
届
き
ま
し
た
。｢

函
館
の
高
等
学
校

教
育
の
あ
り
方
検
討
協
議
会｣

が
設
置
さ

れ
て
、
そ
の
第
1
回
会
議
が
昨
年
暮
れ
に

開
催
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
校
長
か
ら

会
議
資
料
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

函
館
市
教
育
委
員
会
が
事
務
局
と
な

っ
て
い
る
こ
の
協
議
会
は
、
学
識
経
験
者
、

学
校
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
振
興
・
ま

ち
づ
く
り
関
係
者
、
北
海
道
教
育
委
員
会

な
ど
約
20
名
か
ら
な
る
会
議
体
で
す
。
函

館
の
高
等
学
校
教
育
の
あ
り
方
と
と
も

に
、
函
館
西
・
函
館
陵
北
高
校
の
あ
り
方

に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
関
係
で
西
高
と
陵
北
高
の
校
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会
も
臨
時
委
員
と
し
て
名

を
連
ね
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
校
名
が
出

て
の
統
合
話
は
初
め
て
な
の
で
、
つ
い
に

来
る
べ
き
も
の
が
来
た
か
、
と
い
う
感
想

を
持
ち
ま
し
た
。 

母
校
函
館
西
高
は
昨
年
創
立
110
周
年

を
迎
え
、
庁
立
高
女
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ

高
校
で
す
が
、
陵
北
高
校
は
昭
和
57
年
に

函
館
西
高
内
に
準
備
室
が
で
き
て
昭
和

58
年
に
開
校
し
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
は

西
高
と
陵
北
高
は
姉
妹
校
で
あ
り
ま
す
。

す
で
に
開
校
後
30
年
を
過
ぎ
、
同
窓
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー

が
強
く
3
回
全
国
大
会
に
出
場
し
て
お

り
ま
す
し
、
卒
業
生
の
有
名
人
と
し
て
は
、

G
L

A
Y

のH
IS

A
S

H
I

とT
A

K
U

R
O

が

い
ま
す
。
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
覗

く
と
、
函
館
陵
北
高
校
を
存
続
さ
せ
る
た

め
の
署
名
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し

た
。 

 

会
議
資
料
に
よ
る
と
、
北
海
道
全
体
の

中
学
校
卒
業
者
数
は
、
ピ
ー
ク
の
昭
和
63

年
に
は
9
万
2
千
人
以
上
い
た
の
が
、

平
成
27
年
に
は
半
分
の
4
万
6
千
人
を

割
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
減
少
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
が

激
し
い
函
館
市
も
も
ち
ろ
ん
例
外
で
は

な
く
、
特
に
西
部
地
区
の
小
学
校
・
中
学

校
は
す
で
に
統
合
が
繰
り
返
さ
れ
、
間
も

な
く
各
1
校
に
な
る
よ
う
で
す
。
当
然
高

校
も
余
っ
て
く
る
の
で
、
統
合
問
題
が
出

て
ま
い
り
ま
す
。
函
館
西
高
も
ピ
ー
ク
時

に
は

1

学
年

50

名

の

ク

ラ

ス

が

10
組
あ

っ

た

の

が
、
現
在

で
は

30

人

の

ク

ラ

ス

が

4
組
に

な
り
、
さ

ら
に
平
成
29
年
度
に
は
3
ク
ラ
ス
に
な

る
予
定
だ
そ
う
で
す
。
す
で
に
函
館
北
高

と
東
高
は
統
合
さ
れ
、
市
立
函
館
高
校
に

な
り
ま
し
た
。 

我
々
卒
業
生
の
関
心
は
、
統
合
は
や
む

を
得
な
い
と
し
て
も
、
八
幡
坂
の
校
舎
が

残
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。
遠
い
将
来
に
は
同
窓
会
の
統
合
も

議
題
に
上
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
が
、
ま
だ

ま
だ
先
の
話
で
す
。
当
面
は
議
論
の
行
方

を
見
守
る
と
と
も
に
、
北
海
道
新
幹
線
の

開
業
を
契
機
に
函
館
市
が
ど
ん
ど
ん
活

性
化
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

                        

ホームページＵＲＬ； ｈｔｔｐ//www.td-tokyo.com 

発 行 函館西高等学校つゝじヶ丘同窓会東京支部 会長 佐々木 太郎  

   〒136-0072 東京都江東区大島 8-41-15-215 TEL・FAX 03-5609-9881 

メールアドレス <jimu@td-tokyo.com> 
印刷所 三美印刷株式会社    題 字  細 見 紀 子(14 回生) 

  

        

つゝじヶ丘同窓会 東京支部 第 17 回総会・懇親会

日 時 平成 29 年 5 月 20 日（土曜日）  

午前 11 時受付・12 時開宴 

場 所 東京都文京区 椿山荘 4F ジュピター 

会 費 10,000 円 



  つゝじヶ丘だより東京 第 16 号        平成 28 年 6 月 11 日 

   - 2 -

開拓使権判官 杉浦誠 

整地した道は殆ど皆無の奥州路 

  

 

      

函
館
在
住 

廣
瀬
菊
枝
（
16
回
生
） 

 

150
年
前
、
一
日
平
均
32
㎞
。
江
戸
か
ら

陸
路
を
北
上
、
26
日
間
で
箱
館
に
就
任
し

た
人
物
が
い
ま
す
。
「
箱
館
奉
行
仰
セ
付

ケ
ラ
レ
候
旨､

和
泉
守
殿
仰
セ
渡
サ
ル
」

最
後
の
箱
館
奉
行
、
杉
浦
誠
（
梅
譚
）
で

す
。 

江
戸
か
ら
箱
館
の
旅
程
の
う
ち
、
津
軽

海
峡
の
渡
海
を
除
い
た
青
森
ま
で
の
陸

路
約
750
㎞
。
驚
い
た
こ
と
に
同
行
は
身
重

の
妻
と
九
才
の
娘
。
勿
論
、
三
丁
の
駕
籠

で
す
。 

家
族
で
毎
日
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
級
で
約

一
ヶ
月
間
参
加
で
き
ま
す
か
？
。
150
年
前

の
人
は
何
を
食
し
て
パ
ワ
ー
が
持
続
で

き
た
の
で
し
ょ
う
。
お
供
の
従
者

側
用
人
2
名
、
足
軽
、
仲
間
数

名
。
来
る
日
も
来
る
日
も
こ
の
距

離
を
こ
な
す
に
は
歩
行
力
の
退

化
し
た
現
代
人
に
は
考
え
ら
れ

な
い
程
の
強
行
軍
。
午
前
4
時

に
出
発
、
雨
の
日
7
日
、
大
木

が
倒
れ
る
ほ
ど
の
強
風
の
日
も

1
日
。
現
在
の
よ
う
な
整
地
し

た
道
は
殆
ど
皆
無
の
奥
州
路
、
狭

い
駕
籠
に
長
時
間
揺
さ
ぶ
ら
れ
、

杉
浦
は
駕
籠
を
下
り
徒
歩
に
替

え
た
と
も
。 

途
中
、
宇
都
宮
本
陣
投
宿
の
夜

に
は
、
箱
館
奉
行
の
小
出
大
和
守

か
ら
樺
太
の
官
吏
拘
禁
事
件
の

急
報
を
受
け
、
書
状
を
書
き
写
し

江
戸
詰
宛
て
に
送
っ
た
り
で
、
睡

眠
時
間
は
僅
か
。
杉
浦
は
幕
末
、

御
維
新
の
混
乱
時
2
年
の
奉
行
職
を
全

う
。 そ

の
後
、
明
治
2
年
、
開
拓
使
権
判
官

と
し
て
再
度
函
館
赴
任
す
る
た
め
東
京

出
発
。
前
回
の
箱
館
赴
任
と
は
違
い
途
中

の
宿
場
は
戊
辰
戦
争
の
戦
火
の
惨
状
が

至
る
と
こ
ろ
で
散
見
の
上
、
厳
寒
真
っ
最

中
、
12
月
末
七
戸
付
近
で
吹
雪
の
中
、
強

行
軍
で
遭
難
一
歩
手
前
、
頭
巾
脚
絆
袴
の

す
そ
も
全
て
凍
り
付
き
、
野
辺
地
の
宿
で

肩
輿
の
左
右
に
熱
湯
を
か
け
開
け
、
物
を

取
り
出
し
、
妻
へ
の
手
紙
を
書
こ
う
と
し

て
も
硯
が
凍
っ
て
使
用
不
能
等
々
苦
戦

を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。 

退
官
後
、
東
京
で
漢
詩
の
結
社
「
晩
翠

吟
社
」
創
設
。
誌
友
た
ち
は
、
勝
海
舟
、

伊
藤
博
文
等
が
い
ま
し
た
。
生
涯
三
度
も

妻
に
死
に
別
れ
、
四
度
目
の
妻
と
の
間
に

も
男
児
が
生
ま
れ
ま
す
。
杉
浦
は
65
歳
で

あ
り
ま
し
た
。
明
治
33
年
脳
溢
血
で
、
75

歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
が
、
人
生
フ
ル

回
転
、
中
身
の
濃
い
人
生
に
脱
帽
で
す
。 

 

最
後
の
お
奉
行
さ
ま
が
箱
館
に
赴
任

し
た
の
が
1866
年
慶
応
2
年
。
丁
度
150
年

後
の
現
在
、
最
後
の
杉
浦
奉
行
が
26
日
か

け
た
行
程
を
最
速
4
時
間
2
分
で
駆
け

抜
け
、
新
幹
線
が
新
函
館
北
斗
駅
に
赴

任
・
・
い
た
し
ま
し
た
。 

し
か
し
喜
び
半
分
、
残
念
半
分
。 

残
念
半
分
そ
の
1
、
団
塊
世
代
の
私
達

が
社
会
で
現
役
で
あ
っ
た
ら
観
光
だ
け

で
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
等
で
新
幹
線
を
も
っ

と
利
用
で
き
た
の
で
は
。 

そ
の
2
、
駅
が
約
20
㎞
北
で
、
函
館

市
民
は
残
念
で
す
。 

 

そ
ん
な
中
、
北
斗
市
（
旧
上
磯
・
大
野

町
）
で
活
躍
中
の
同
級
同
期
16
回
生
な
ど
、

現
在
進
行
形
で
一
所
懸
命
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。 

お
一
人
で
も
多
く
の
ご
家
族
ご
友
人

と
共
に
、
新
幹
線
で
「
は
る
ば
る
来
て
ね
。

函
館
へ
。
」 

 函
館
ち
ょ
っ
ぴ
り
と
昔
語
り 

三
等
席 

 

（
了
） 

 

最後の箱館奉行 杉浦誠 

北海道新幹線 H5 系_H1 編成 
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「天下第一の桜」と賞される【タカトオコヒ

ガンザクラ】 

山の桜から里の桜まで伊那市の風景とも溶け合う 

       
 

 
佐
藤
雅
英
（
18
回
生
） 

 

城
下
町
の
桜
と
い
え
ば
、
函
館
関
連
の

皆
様
は
す
ぐ
松
前
城
か
お
隣
青
森
県
の

弘
前
城
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。 

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
長
野
県
の
伊

那
市
の
高
遠
城
の
桜
で
す
。 

昭
和
61
年
7
月
、
新
宿
区
と
高
遠
町

は
現
在
の
新
宿
御
苑
一
帯
が
高
遠
藩
主

内
藤
家
（
今
で
も
新
宿
区
内
藤
町
に
17
代

当
主
が
在
住
）
の
下
屋
敷
で
あ
り
、
そ
の

一
部
が
新
し
い
宿
場
「
内
藤
新
宿
」
と
な

っ
た
関
係
か
ら
、
友
好
都
市
を
提
携
し
ま

し
た
。
そ
の
高
遠
町
（
現
在
は
伊
那
市
）

は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
裾
野
に
広
が
る
城
下

町
で
す
。
春
ま
だ
浅
い
信
州
の
4
月
、
残

雪
を
頂
く
南
ア
ル
プ
ス
の
山
容
を
背
景

に
、
高
遠
城
址
公
園
の
一
帯
が
桜
で
ピ
ン

ク
色
に
染
ま
り
ま
す
。
私
は
、
在
職
中
に

諏
訪
方
面
か
ら
5
回
ほ
ど
現
地
を
訪
れ

て
い
ま
す
。 

高
遠
は
、
諏
訪
か
ら
伊
那
へ
の
交
通
の

要
衝
だ
っ
た
た
め
、
竹
田
信
玄
が
信
濃
へ

の
進
出
拠
点
と
し
て
、
天
文
16
年
（1547

）

に
高
遠
城
の
大
規
模
改
築
を
行
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

曲
輪
を
隔
て
る
深
い
空
堀
や
急
斜
面

の
土
塁
か
ら
、
戦
国
時
代
の
城
の
様
子
が

窺
わ
れ
、
日
本
100
名
城
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

高
遠
城
が
明
治
5
年
廃
城
に
な
っ
た

際
、
旧
藩
士
ら
が
近
く
の
川
南
地
区
か
ら

桜
を
移
植
し
た
の
が
公
園
の
始
ま
り
で

し
た
。
そ
の
時
植
え
た
の
が
こ
の
地
方
の

固
有
種
で
「
タ
カ
ト
オ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
」

と
い
う
開
花
が
早
く
、
春
の
彼
岸
（
3
月

下
旬
）
に
咲
く
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
き

ま
し
た
。
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
に
比
べ
る

と
、
花
は
や
や
小
ぶ
り
で
す
が
、
ピ
ン
ク

色
が
濃
く
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り

上
に
伸
び
ず
、
枝
を
横
に
広
げ
る
よ
う
に

成
長
す
る
性
質
が
あ
る
た
め
、
目
の
高
さ

に
近
い
位
置
で
鑑
賞
で
き
る
の
も
魅
力

で
す
。 

園
内
千
五
百
本
の
桜
の
見
ど
こ
ろ
は
、

本
丸
と
二
の
丸
の
間
に
か
か
る
桜
雲
橋

周
辺
が
お
薦
め
で
す
。
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
か
つ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
の
ほ
の
か

な
明
か
り
に
浮
か
ぶ
夜
桜
見
物
も
魅
力

的
で
す
。 

高
遠
城
址
公
園
か
ら
車
で
3
分
ほ
ど

の
所
に
あ
る
「
花
の
丘
公
園
」
は
約
100
種

三
千
本
の
桜
が
あ
り
、
時
期
を
た
が
え
な

が
ら
様
々
な
品
種
桜
が
次
々
と
開
花
時

期
を
迎
え
る
た
め
、
長
い
間
桜
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
き
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の
眺
望

と
花
々
、
広
大
な
信
州
の
自
然
に
触
れ
つ

つ
、
眼
下
に
広
が
る
高
遠
城
下
の
眺
め
を

堪
能
出
来
ま
す
。 

昼
食
は
こ
の
地
方
の
伝
統
食
で
あ
る

焼
き
味
噌
を
辛
味
大
根
の
絞
り
汁
で
と

い
た
つ
ゆ
で
い
た
だ
く
「
高
遠
蕎
麦
」
が

お
薦
め
。
宿
は
江
島
ホ
テ
ル
を
改
装
し
た

高
遠
湖
畔
に
あ
る
「
さ
く
ら
ホ
テ
ル
」
が

温
泉
も
あ
り
、
グ
ッ
ド
で
す
。 

 
 

 

清
野 

き
み(

高
女
36 

   
 

稲
田
一
郎
（
14
回
生
） 

 

謹
啓 昨

日
は
、
14
回
生
「
古
稀
を
祝
う
会
」

に
参
加
し
て
、
友
人
と
の
語
ら
い
、
本
当

に
楽
し
い
ひ
と
時
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
幹
事
の
若
林
君
、
洞
田
さ
ん

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

あ
の
後
、
小
生
は
神
田
で
開
催
さ
れ
て

い
た
大
学
の
同
級
生
の
写
真
展
に
行
き
、

沖
縄
や
名
古
屋
か
ら
来
て
い
た
古
参
と

再
会
、
ま
た
飲
み
に
行
き
23
時
過
ぎ
に
郡

山
に
戻
り
ま
し
た
。
今
朝
の
福
島
民
報
で
、

福
島
で
も
例
年
よ
り
早
い
桜
の
開
花
宣

言
を
読
み
ま
し
た
。 

 

郡
山
に
来
て
8
年
目
の
春
を
迎
え
ま

す
。
ラ
ジ
オ
の
世
界
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

は
零
細
企
業
で
す
が
、
社
会
的
役
割
と
し

て
の
責
任
は
重
大
で
す
。
3
・
11
東
日

本
大
震
災
が
、
ラ
ジ
オ
の
存
在
感
を
示
し

認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
原
発
事
故
は

い
ま
だ
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
。
今
ふ
く
し
ま
の
農
産
物
は
、
全
国
で

唯
一
、
コ
メ
に
し
て
も
果
物
に
し
て
も
全

量
検
査
の
上
で
出
荷
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

福
島
で
は
数
々
の
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
卒
業
時
に
牛
腸
先
生
の
お
宅
で
、

先
生
の
一
言
が
鮮
明
に
残
っ
て
お
り
ま

す
。
「
上
京
す
れ
ば
、
日
本
各
地
出
身
の

友
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
考
え
方
、

感
じ
方
な
ど
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を

14
回
生 

古
稀
を
祝
う
会 

に
参
加
し
て 

城
下
町
、
高
遠
の
桜 
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函
館
の｢

横
夜
景｣

 

知
っ
て
い
ま
す
か
？

郡山布引風の高原 

北斗市方向からの横夜景、奥に見えるのは漁火か 

い
か
踊
り
に 

参
加
し
思
う
こ
と 

体
験
す
る
。
前
向
き
に
、
多
く
の
人
と
知

り
合
う
こ
と
が
楽
し
い
の
だ
」
と
。 

 

自
分
自
身
が
古
稀
と
な
り
、
父
親
を
思

い
起
こ
せ
ば
〝
親
父
は
年
寄
り
だ
っ
た
〟

と
勝
手
な
思
い
で
す
。
禿
も
進
み
、
視
力

も
落
ち
て
、
歯
も
悪
い
。
高
血
圧
に
逆
流

性
胃
炎
で
薬
を
欠
か
せ
ず
、
医
者
通
い
。

一
つ
で
も
良
い
と
こ
が
あ
る
の
か
と
カ

ミ
さ
ん
の
声
。
（
性
格
が
よ
い
で
は
な
い

か
と
、
影
の
声
）
。
S
・
ウ
ル
マ
ン
の｢

青

春
の
詩｣

に
あ
る
よ
う
に
生
き
た
い
が
、

叶
わ
ぬ
こ
と
か
。 

 

10
年
も
前
の
新
聞
の
コ
ラ
ム
を
手
帳

に
挟
み
、
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
。
「
人
間

に
は
賞
味
期
限
が
有
り
、
歳
と
と
も
に
体

力
が
衰
え
る
し
、
気
力
も
減
退
す
る
の
で
、

若
い
時
の
よ
う
に
は
い
か
な
く
な
る
。
幸

い
に
し
て
、
人
間
の
場
合
は
、
本
人
の
努

力
で
賞
味
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
可

能
だ
と
思
う
。
（
中
略
）
た
だ
し
、
そ
れ

を
決
め
る
の
は
本
人
で
は
な
く
、
社
会
や

他
の
人
々
で
あ
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。

自
分

勝
手

に
期

限
切

れ
の

ラ
ベ

ル
を

張
り

替
え

る
の

は
、

ル
ー

ル
違

反
で
あ
り
、
他
の
迷
惑
で
あ
る
。
（
日
産

名
誉
会
長 

小
枝
至
）
」 

長
い
引
用
に

な
り
ま
し
た
が
、
小
生
は
読
み
返
す
毎
日

で
す
。 

 

勝
手
な
思
い
で
書
き
連
ね
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
ご
自
愛
専
一
と
祈
念
申
し
上
げ

お
便
り
と
い
た
し
ま
す
。 

謹
白 

       

野
口
卓
史(

27
回
生)

 

 
い
よ
い
よ
新
幹
線
函
館
開
通
ま
で
、
残

す
と
こ
2
ケ
月
あ
ま
り
と
な
っ
た
1
月

中
旬
、
仙
台
に
日
帰
り
で
出
張
し
て
来
ま

し
た
。
手
に
取
っ
た
新
幹
線
の
車
内
報
の

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、
北
海
道
新
幹
線
開

業
に
向
け
て
の
連
載
記
事
に
目
が
と
ま

り
ま
し
た
。
な
ん
と
そ
の
中
に
「
横
夜
景
」

の
文
字
が
？
？
？
「
裏
夜
景
」
は
知
っ
て

い
る
け
ど
「
横
夜
景
」
と
は
？ 
そ
の
記

事
を
抜
粋
し
ま
す
。 

 

『
函
館
に
行
っ
た
ら
、
ま
ず
は
夜
景
を

見
た
い
と
い
う
人
は
多
い
。
も
う
何
度
も

見
て
い
る
人
も
、
か
な
り
の
数
で
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。
函
館
観
光
の
目
玉
と
も
い
え

る
函
館
山
か
ら
の
夜
景
だ
が
、
実
は
今
、

函
館
で
は
、「
裏
夜
景
」「
横
夜
景
」
な
る

も
の
が
、
地
元
の
人
々
を
中
心
に
楽
し
ま

れ
て
い
る
。 

函
館
山
か
ら
見
る
夜
景
が
「
表
夜
景
」
。

函
館
山
の
向
か
い
側
、
桔
梗
町
の
高
台
な

ど
か
ら
見
る
函
館
市
街
の
夜
景
は
、
反
対

側
か
ら
見
る
の
で
「
裏
夜
景
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
裏
夜
景
の
名
所
は
他
に
も
あ
る
。

例
え
ば
、
赤
川
な
ど
市
街
地
に
近
い
高
台

か
ら
見
る
夜
景
は
、
街
の
明
か
り
が
思
い

が
け
ず
間
近
に
見
え
る
。
上
か
ら
見
下
ろ

し
て
い
る
「
表
」
に
比
べ
て
、
「
裏
」
は

光
に
手
が
届
き
そ
う
な
距
離
感
が
人
気

を
集
め
て
い
る
よ
う
だ
。 

「
横
夜
景
」
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
横

か
ら
見
る
夜
景
。
例
え
ば
、
函
館
港
中
央

ふ
頭
付
近
か
ら
見
る
と
、
函
館
山
の
麓
を

覆
う
よ
う
に
光
の
帯
が
延
び
て
い
る
。
そ

れ
が
海
面
や
雲
に
映
る
の
が
、
ま
た
美
し

い
。
温
泉
で
有
名
な
湯
の
川
辺
り
か
ら
は
、

光
の
帯
が
函
館
山
か
ら
右
に
延
び
る
横

夜
景
が
見
ら
れ
る
。
』 
（
「
ト
ラ
ン
ヴ
ェ

ー
ル 

1
月
号
」
よ
り
） 

 

函
館
か
ら
単
身
赴
任
し
て
も
う
す
ぐ

8
年
。
最
近
函
館
人
か
ら
少
し
遠
く
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち

「
横
夜
景
」
見
て
み
ま
す
ね
。
皆
様
も
機

会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
！ 

 

小
林
多
美
（
24
回
生
） 

 

東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
ふ
る
さ
と

祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
函
館
い
か
踊
り
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
東
京
に
来
て
25
年

経
ち
ま
す
が
、
子
供
た
ち
が
小
さ
い
頃
は
、

私
の
祖
母
に
会
う
た
め
に
、
学
校
の
長
期

休
み
の
た
び
に
函
館
へ
帰
省
し
て
い
ま

し
た
。
夏
休
み
に
は
、
港
祭
り
を
見
に
行

き
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
パ
レ
ー
ド
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
ひ
ょ
う
き
ん
者
の
曾

孫(

祖
母
か
ら
み
た)

は
、
祖
母
の
前
で
よ

く
い
か
踊
り
を
踊
っ
て
、
祖
母
を
楽
し
ま

せ
て
い
た
も
の
で
す
。 

今
回
、
そ
の
よ
う
な
、
思
い
出
の
い
か

踊
り
を
東
京
ド
ー
ム
で
披
露
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
を
誘
っ
た
と
こ
ろ
、

ぜ
ひ
踊
り
た
い
、
と
の
返
事
で
、
家
族
で

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
い
か

踊
り
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
懐
か
し
く
、

練
習
の
時
か
ら
楽
し
ん
で
踊
っ
て
い
ま

し
た
。
い
ざ
、
会
場
の
舞
台
に
立
つ
と
、

多
く
の
観
客
に
驚
き
ま
し
た
が
、
函
館
の
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新
刊
「
箱
館
奉
行
所
始
末
5
」 

 

『
海
峡
炎も

ゆ
』
発
売  

写真は撮影の裏側ショット 

い

か

踊

り

を

た

く

さ

ん

の

方

に

知

っ

て

い

た

だ

こ

う

と

、

ス

タ

ッ

フ

や

参

加

者

の

皆

さ

ん

は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。
私
も
子
供
た
ち
も
そ

の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
、
と
て
も
楽
し
く

い
か
踊
り
を
踊
っ
て
い
ま
し
た
。 

い
か
踊
り
を
函
館
以
外
の
土
地
で
、
し

か
も
東
京
ド
ー
ム
で
踊
る
と
は
思
っ
て

も
み
な
か
っ
た
で
す
し
、
多
く
の
方
に
見

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
、
う
れ
し
い

限
り
で
し
た
。 

祖
母
は
、
ド
ー
ム
の
遥
か
上
か
ら
、
孫

や
曾
孫(

お
腹
に
は
、
玄
孫)

が
踊
っ
て
い

る
の
を
見
て
笑
っ
て
い
た
事
か
も
。 

私
は
昨
年
還
暦
を
迎
え
、
母
を
亡
く
し

た
私
た
ち
孫
を
育
て
は
じ
め
た
時
の
祖

母
の
年
齢
に
な
り
ま
し
た
。
2
月
に
は
、

ド
ー
ム
で
踊
っ
た
時
に
は
お
腹
の
中
に

い
た
孫
が
産
ま
れ
ま
し
た
。
も
う
少
し
孫

が
大
き
く
な
っ
た
ら
、
一
緒
に
函
館
港
祭

り
に
行
き
、
い
か
踊
り
を
見
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

 

『オ
ー
バ
ー
・フ
ェ
ン
ス
』 

今
秋
9
月
か
ら
全
国
公
開 

 

井
田
ゆ
き
子
（
20
回
生
） 

 

西
高
18
回
生
の
作
家
、
佐
藤
泰
志
原
作

の
映
画
『
オ
ー
バ
ー
・
フ
ェ
ン
ス
』
が
、

い
よ
い
よ
今
年
9
月
か
ら
東
京
・
テ
ア
ト

ル
新
宿
を
は
じ
め
、
全
国
の
映
画
館
で
公

開
さ
れ
る
。
佐
藤
泰
志
の
小
説
を
原
作
と

す
る
映
画
『
海
炭
市
叙
景
』
（
2010
年
、
熊

切
和
嘉
監
督
）、『
そ
こ
の
み
に
て
光
輝
く
』

（
2014
年
、
呉
美
保
監
督
）
に
続
く
、
「
函

館
3
部
作
」
の
最
後
を
飾
る
作
品
で
あ
る
。 

監
督
は
、
女
子
高
生
を
主
人
公
に
し
た

映
画
『
リ
ン
ダ 

リ
ン
ダ 

リ
ン
ダ
』
で

注
目
さ
れ
た
山
下
敦
弘
さ
ん
。
熊
切
監
督

や
呉
監
督
と
同
じ
、
大
阪
芸
術
大
学
芸
術

学
部
の
出
身
だ
。
主
役
に
オ
ダ
ギ
リ
ジ
ョ

ー
、
ヒ
ロ
イ
ン
に
蒼
井
優
、
さ
ら
に
松
田

翔
太
、
北
村
有
起
哉
、
満
島
真
之
介
、
優

香
ら
、
日
本
映
画
界
を
代
表
す
る
人
気
俳

優
が
揃
う
豪
華
な
顔
ぶ
れ
だ
。 

原
作
は
、
小
学
館
文
庫
の
『
黄
金
の
服
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
短
篇
だ
。
映
画
を
見

る
前
に
読
む
か
、
見
て
か
ら
読
む
か
、
ど

ち
ら
で
も
い
い
の
で
一
読
を
勧
め
た
い
。

「
函
館
3
部
作
」
の
中
で
は
、
佐
藤
泰
志

の
最
も
若
い
時
期
に
書
か
れ
た
作
品
だ
。 

あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
主

人
公
の
白
岩
は
24
歳
で
、
生
ま
れ
て
8

か
月
の
娘
が
い
な
が
ら
妻
と
離
婚
し
て
、

東
京
か
ら
故
郷
の
函
館
に
帰
っ
て
き
た
。

が
、
実
家
に
は
顔
を
出
さ
ず
、
職
業
訓
練

校
に
通
い
な
が
ら
失
業
保
険
で
暮
ら
し

て
い
る
。
訓
練
校
の
実
習
と
学
科
対
抗
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
練
習
を
惰
性
で
続

け
て
い
る
彼
は
、
仲
間
に
連
れ
て
行
か
れ

た
キ
ャ
バ
ク
ラ
で
、
鳥
に
な
り
た
い
と
い

う
風
変
わ
り
な
若
い
ホ
ス
テ
ス
に
出
会

い
、
強
く
惹
か
れ
て
い
く
…
…
。 

撮
影
は
、
昨
年
6
月
～
7
月
に
か
け

て
、
函
館
で
行
な
わ
れ
た
。
山
下
監
督
は
、

「
『
オ
ー
バ
ー
・
フ
ェ
ン
ス
』
と
い
う
タ

イ
ト
ル
が
示
す
通
り
、
見
え
な
い
け
ど
そ

こ
に
あ
る
何
か
を
超
え
て
い
く
映
画
に

し
た
い
」
と
制
作
発
表
時
に
語
っ
て
い
る

（
映
画.C

O
M

よ
り
）
。 

佐
藤
泰
志
は
、
芥
川
賞
候
補
に
な
る
こ

と
5
度
、
三
島
賞
候
補
に
も
な
っ
た
が
、

受
賞
で
き
ず
に
、
失
意
の
ま
ま
41
歳
で
自

ら
命
を
絶
っ
た
。
が
、
佐
藤
泰
志
原
作
の

映
画
は
2
作
共
、
数
々
の
映
画
賞
を
受
賞

し
、
佐
藤
泰
志
が
果
た
せ
な
か
っ
た
夢
を

映
画
と
い
う
形
で
叶
え
た
。
今
作
も
映
画

賞
受
賞
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

佐
藤
泰
志
の
小
説
の
主
人
公
は
、
彼
自

身
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
『
そ
こ
の
み
に

て
輝
く
』
で
は
そ
の
主
人
公
を
綾
野
剛
が
、

今
作
で
は
オ
ダ
ギ
リ
ジ
ョ
ー
と
、
い
ず
れ

も
端
正
な
容
姿
の
魅
力
的
な
俳
優
が
演

じ
て
い
る
。
佐
藤
泰
志
が
生
き
て
い
た
ら
、

き
っ
と
「
俺
に
似
て
い
る
」
と
言
っ
た
に

違
い
な
い
。 

札
幌
市
に
あ
る
北
海
道
立
文
学
館
（
札

幌
市
）
で
は
、
今
年
4
月
23
日
か
ら
6
月

19
日
ま
で
特
別
展
『
佐
藤
泰
志
の
場
所
』

が
開
催
さ
れ
た
。
彼
が
亡
く
な
っ
て
25
年

に
な
る
が
、
作
家
が
精
魂
込
め
て
書
い
た

小
説
は
時
代
を
超
え
て
読
み
継
が
れ
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

森
真
沙
子
さ
ん
の
講
演
会
と
サ
イ
ン

会
を
函
館
で
開
催 

 

井
田
ゆ
き
子
（
20
回
生
） 

 

函
館
西
高
11
回
生
の
作
家
・
森
真
沙
子

さ
ん
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
〝
箱
館
奉
行
所

始
末
〟
の
新
刊
「
箱
館
奉
行
所
始
末
5
」
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函館中央図書館第6回箱館奉行所講座のチラシ

『
海
峡
炎も

ゆ
』

(

二
見
書
房

時
代
小
説
文

庫)
が
、
5
月

25
日
に
発
売

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に

4
巻
が
発
売

さ
れ
て
お
り
、

本
書
が
最
終

章
に
な
り
ま

す
。
新
刊
の

発
売
を
心
待

ち
に
し
て
い

た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
未
読
の
人

は
ま
ず
第
1
巻
か
ら
手
に
取
っ
て
み
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

物
語
の
舞
台
は
、
ペ
リ
ー
来
航
に
よ
る

開
港
か
ら
10
年
、
洋
館
が
建
ち
並
び
、
異

国
人
で
あ
ふ
れ
る
〝
幕
末
の
箱
館
〟
と
、

7
年
の
歳
月
を
か
け
て
建
て
ら
れ
た
五

稜
郭
の
中
に
あ
る
〝
箱
館
奉
行
所
〟
で

す
。
物
語
は
、
江
戸
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ

て
箱
館
に
や
っ
て
来
た
青
年
を
主
人
公

に
、
実
在
の
箱
館
奉
行
・
小
出
大
和
守
、

杉
浦
兵
庫
頭
ら
の
活
躍
を
、
歴
史
上
の
事

件
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
描
い
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
日
本
史
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
〝
知
ら
れ
ざ
る
北

の
奉
行
所
〟
。
そ
の
秘
史
と
動
乱
の
幕
末

箱
館
を
描
く
傑
作
時
代
小
説
で
す
。 

 

そ
の
5
巻
目
は
、
い
よ
い
よ
大
政
奉
還

に
よ
る
奉
行
所
の
新
政
府
へ
の
引
き
渡

し
、
さ
ら
に
箱
館
戦
争
の
舞
台
と
な
り
、

大
砲
飛
び
交
う
箱
館
が
描
か
れ
ま
す
。 

著
者
の
森
真
沙
子
さ
ん
は
、
「
こ
の
シ

リ
ー
ズ
を
書
い
て
い
て
、
よ
く
言
わ
れ
た

の
は
〝
箱
館
に
も
奉
行
所
が
あ
っ
た
の

か
〟
で
す
が
、
そ
の
次
に
言
わ
れ
た
の
は

〝
箱
館
戦
争
っ
て
、
奉
行
所
が
官
軍
と
戦

っ
た
の
ね
〟
。
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。

箱
館
戦
争
が
始
ま
る
の
は
、
奉
行
所
が
撤

収
さ
れ
、
杉
浦
兵
庫
頭
が
蝦
夷
を
去
っ
て

半
年
後
の
こ
と
。
五
稜
郭
に
は
、
新
政
府

の
〝
箱
館
府
〟
が
置
か
れ
た
の
で
す
が
、

旧
幕
府
軍
の
榎
本
武
揚
が
艦
隊
を
率
い

て
脱
走
し
て
き
て
五
稜
郭
を
乗
っ
取
っ

て
し
ま
っ
た
。
せ
っ
か
く
奉
行
所
は
無
血

撤
収
さ
れ
た
の
に
、
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り

だ
っ
た
の
は
箱
館
の
人
々
で
し
た
。
し
か

し
、
箱
館
市
民
は
そ
れ
ぞ
れ
が
動
乱
を
生

き
抜
く
こ
と
で
、
図
ら
ず
も
〝
徳
川
の
最

後
を
看
取
る
〟
と
い
う
歴
史
的
一
大
事

に
立
ち
合
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
は
そ
れ
で
、
凄
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
」 

江
戸
か
ら
明
治
へ
。
戊
辰
戦
争
の
最
後

の
闘
い
の
場
と
な
っ
た
箱
館
。
本
書
の
ペ

ー
ジ
を
繰
れ
ば
、
今
ま
で
よ
く
知
ら
な
か

っ
た
幕
末
の
箱
館
と
そ
の
歴
史
が
見
え

て
く
る
は
ず
で
す
。 

当
初
の
予
定
で
は
全
10
巻
の
構
想
だ

っ
た
と
い
う
森
さ
ん
。
ま
だ
ま
だ
書
き
足

り
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
続
編
を
出
し

た
い
そ
う
で
す
。
た
だ
出
版
で
き
る
か
ど

う
か
は
本
書
の
売
れ
行
き
に
か
か
っ
て

い
る
そ
う
な
の
で
（
？
）
、
同
窓
生
と
し

て
協
力
を
要
請
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
6
月
に
は
森
真
沙
子
さ
ん

の
講
演
会
『
知
ら
れ
ざ
る
北
の
奉
行
所
』

と
サ
イ
ン
会
が
、
初
め
て
函
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
次

回
の
会
報
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
す
。 

     
24
回
生｢

還
暦
会｣

を
開
催 

 

平
成
27
年
11
月
14
回
生
日
、
東
京
プ

リ
ン
ス
「
ポ
ル
ト
」
に
て
『
我
が
栄
光
の

西
高
24
回
生
の
還
暦
会
』
を
開
催
し
21

名
が
集
い

ま
し
た
。
卒

業
の
昭
和

49
年
は
、

あ
の
長
嶋

監
督
が
栄

光
の
巨
人

軍
を
引
退

し
た
年
で

も
あ
り
ま

し
た
。
集
ま

っ
た
面
々

は
バ
リ
バ

リ
で
「
還
暦
」

と
表
す
よ

り
「
カ
ン
レ
キ
」
の
方
が
ぴ
っ
た
り
。
我
々

世
代
は
、
年
金
支
給
開
始
も
遅
れ
、
有
難

い
事
な
の
か
残
念
な
の
か
働
か
な
く
て

は
な
ら
ず
定
年
延
長
や
第
二
の
職
場
で

頑
張
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。
そ
ん

な
中
で
、
仲
間
の
小
杉
君
が
ご
病
気
で
急

逝
し
た
の
は
真
に
残
念
で
し
た
。
こ
の
ご

時
世
、
皆
少
な
か
ら
ず
紆
余
曲
折
を
経
て

元
気
に
こ
の
時
を
迎
え
ら
れ
る
事
は
決

し
て
当
た
り
前
で
は
な
い
の
だ
と
お
も

い
ま
し
た
。 

池
田
君
が
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
よ
り
参
加

者
の
当
時
の
写
真
を
コ
ピ
ー
し
て
き
て

く
れ
、
今
昔
の
感
と
な
り
会
が
ス
タ
ー
ト
。

写
真
と
比
べ
ら
れ
笑
い
に
包
ま
れ
な
が

ら
一
人
ひ
と
り
、
近
況
報
告
を
し
、
写
真

を
撮
り
合
っ
た
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
3

時
間
の
9
時
を
過
ぎ
次
の
再
会
を
約
束

し
一
旦
閉
会
。
二
次
会
の
地
下
の
カ
ラ
オ

ケ
ル
ー
ム
に
移
り
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ク
を

と
り
拍
手
の
う
ず
で
し
た
。
周
り
に
気
兼

◆
回
生
だ
よ
り 
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ね
せ
ず
当
時
の
流
行
歌(

こ
の
言
葉
こ
そ

ふ
る
っ
！)

を
歌
え
る
こ
と
も
同
期
会
の

醍
醐
味
で
す
よ
ね
。
ま
た
、
一
段
と
打
ち

解
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

次
回
は
皆
で
流
れ
ま
し
ょ
う
よ
。
今
回

来
ら
れ
な
か
っ
た
方
、
是
非
、
次
回
は
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
3
月
に
は
新

幹
線
も
開
通
し
、
一
段
と
近
く
な
る
函
館

で
全
体
同
期
会
の
話
も
ち
ら
ほ
ら
、
皆
さ

ん
、
又
、
元
気
で
会
い
ま
し
ょ
う
。 

（
野
口
孝
子
） 

 

13
回
生
今
年
初
め
て
の
同
期
会 

 

今
年
初
め
て
の
38
同
期
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。 

こ
こ
の
と
こ
ろ
10
数
名
で
ち
ょ
っ
と
寂

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
20
名
と
に

ぎ
や
か
な
集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の

10
月
に
は
函
館
で
の
同
期
会
が
二
年
に
一

度
の
年
に
成
り
ま
す
の
で
東
京
組
も
函
館

へ
と

声

を

か
け

何

名
か

は

出

席

予

定

の

様
で
す
。

意
外
と

北

海

道

新

幹

線

の
話

題

は

あ

ま

り

出
て

居

な

か

っ

た
様

で

す

。

二

次

会

は
お
決
ま
り
の
コ
ー
ス
で
13
名
ほ
ど
三
次

会
は
各
自
で
ま
た
行
っ
て
い
た
よ
う
で
し

た
。 今

年
も
相
変
わ
ら
ず
元
気
な
13
回
生
の

集
ま
り
で
楽
し
み
ま
し
た
。（
斉
藤 

勝
美
） 

 

14
回
生
「
古
稀
を
祝
う
会
」 

 

年
度
末
押
し
迫
る
3
月
30
日(

水) 

午
後
1
時
よ
り
、
が
ん
こ
銀
座
一
丁
目
店

に
て
21
名
の
出
席
で
東
京
「
古
希
を
祝
う

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
10
月
函
館

で
の
「
古
稀
を
祝
う
会
」
に
出
席
し
て
い

る
方
も
お
り
ま
し
た
が
、
東
京
支
部
の
け

じ
め
と
し
て
計
画
し
ま
し
た
。 

今
回
の
特
徴
は
、
京
都
市
、
宇
治
市
、

新
潟
市
、
郡
山
市
な
ど
遠
路
か
ら
の
参
加

者
が
多
か
っ
た
事
と
、
9
組
の
女
性
が
初

め
て
、
且
つ
5
名
も
出
席
頂
い
た
点
で
し

た
。
ま
た
、
年
度
末
の
平
日
で
仕
事
の
都

合
で
出
席
を
諦
め
た
方
も
い
ま
し
た
。
宇

治
市
か
ら
駆
け
付
け
た
渡
辺
君
に
よ
る

乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
し
、
そ
の
後
一
人
一

人
か
ら
現
況
報
告
が
あ
り
、
あ
っ
と
い
う

間
の

3

時

間

で

し

た

。

5
月
末

の

14
回

生
・
古
希

の

修

学

旅
行
（
岩

手
）
」
で

の

再

会

を

約

し

て

終

了

し
ま
し
た
。
二
次
会
は
、
札
幌
で
誕
生
し

た
居
酒
屋
「
う
お
や
１
丁
」
、
三
次
会
は

「
喫
茶
店
」
、
一
部
は
四
次
会
で
ガ
ー
ド

下
の
居
酒
屋
へ
向
か
っ
た
方
々
も
い
ま

し
た
。 
 

 
 

 
 

（
若
林 

郁
雄
） 

 

学
年
副
幹
事
長
佐
藤
雅
英
（
18
回
生
） 

 

関
西
支
部
の
総
会
は
、
京
都
・
大
阪
・

神
戸
の
三
都
市
を
毎
年
交
互
に
開
催
さ

れ
て
き
た
。
私
は
過
去
2
回
京
都
・
神
戸

で
開
か
れ
た
関
西
支
部
総
会
に
参
加
し

て
き
た
が
、
平
成
27
年
度
は
11
月
29
日

に
数
年
振
り
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

関
西
支
部
の
総
会
懇
親
会
は
が
ん
こ

梅
田
本
店
で
開
催
さ
れ
、
総
勢
17
名
の
小

人
数
の
集
ま
り
だ
っ
た
。
中
山
本
部
会
長

の
ご
挨
拶
の
後
、
総
会
の
最
重
要
案
件
は

長
年
に
渡
っ
て
会
長
を
務
め
ら
れ
た
富

士
さ
ん
の
交
代
で
し
た
。
新
会
長
は
9
回

生
の
中
村
浩
さ
ん
で
、
前
会
長
の
功
績
と

交
代
の
経
緯
を
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

関
西
支
部
は
東
の
三
重
県
か
ら
西
は

兵
庫
県
と
東
西
に
長
い
エ
リ
ア
で
、
今
回

初
め
て
若
い
23
回
生
の
女
性
二
人
が
参

加
し
今
後
の
希
望
が
少
し
湧
い
て
き
た

と
富
士
前
会
長
が
発
言
さ
れ
、
今
後
は
小

さ
め
の
会
合
を
続
け
て
、
関
西
支
部
を
継

続
し
て
い
く
と
の
事
で
し
た
。 

第
2
回
東
京
臥
牛
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

が
函
館
公
立
5
校
（
西
・
中
部
・
東
・
商

業
・
工
業
）
有
志
の
参
加
で
4
月
19
日

千
葉
の
紫
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
あ
や
め

コ
ー
ス
に
て
28
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
ま
れ

に
無
い
ゴ
ル
フ
日
和
で
親
睦
を
深
め
楽

し
い
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

我
が
西
高
の
参
加
者
は
新
谷
義
克
・
郷

内
繁
・
森
英
爾
・
三
村
寿
雄
・
竹
澤
秀
明
・

藤
谷
敏
雄
・
青
木
保
の
7
名
参
加
、
我
が

校
9
回
生
の
森
英
爾
さ
ん
が
グ
ロ
ス
91

ネ
ッ
ト
71.8
で
み
ご
と
優
勝
、
3
位
に
は

4
回
生
の
郷
内
繁
さ
ん
と
上
位
を
占
め

ま
し
た
。

コ
ン
ペ

後
の
パ

ー
テ
ィ

ー
も
盛

り
上
が

り
来
年

4

月

の
再
会

を
約
束

し
帰
路

に
付
き

ま
し
た
。 

＊
西
高

ゴ
ル
フ

仲
間
の

登
録
を

募
り
ま
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物
故
会
員 

 

 

す
。
西
高
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
計
画
も
有
り

ま
す
。
登
録
申
し
込
み
は
事
務
局
又
は
、

三
村
寿
雄
（
13
回
生
）090

‐8513

‐4497

・

竹
澤
秀
明
（
17
回
生
）090

‐6799

‐7092

迄

是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。 （

三
村
寿
雄
13
回
生
） 

事
務
局
長 

齋
藤 

勝
美
（
13
回
生
） 

 

＊
平
成
28
年
度
学
年
幹
事
会
の
開
催 

（
平
成
28
年
2
月
13
日
） 

① 

平
成
27
年
度
収
支
報
告
を
行
い
学 

年
幹
事
会
の
承
認
を
得
た
。 

② 

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

案
の
説
明
後
承
認
を
得
た
。 

③ 

前
々
回
よ
り
継
続
し
て
き
た
各
学

年
名
簿
の
整
理
に
つ
い
て
協
議
し
た
。 

（
内
容
は
、
総
会
、
同
期
会
へ
の
出
席
状

況
及
び
会
費
納
入
状
況
を
鑑
み
、
事
務
局

よ
り
の
会
報
・
連
絡
等
の
通
信
を
停
止
す

る
件
） 

・
各
学
年
幹
事
が
判
断
し
、
事

務
局
に
通
知
す
る
。 

・
21
回
生
以
下
は

原
則
行
わ
な
い
。 

・
但
し
、
各
学
年
幹

事
か
ら
の
届
け
出
に
よ
り
復
活
は
随
時

行
え
る
。
（
削
除
し
た
名
簿
の
デ
ー
タ
ー

は
残
し
て
い
る
） 

＊
5
月
14
日
現
在
、
400
名
強
の
整
理
を

行
っ
た
。 

＊
連
絡
が
届
い
て
な
い
回
生
は
1
，
2
，

6
，
7
，
8
回
生
で
す
。
速
や
か
な
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

＊
第
16
号
会
報
会
議
の
開
催
（
3
回
） 

＊
本
年
度
、
本
部
・
支
部
・
他
校
同
窓
会

出
席
者
の
決
定
。 

 

平
成
28
年
4
月
末
ま
で

に
事
務
局
へ
ご
連
絡
を

頂
い
た
物
故
さ
れ
た
会

員
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

泉
沢
富
久
様(
高
女
26)

、
門
田
ミ
チ
様

(

高
女
38)

、
月
永
充
様(

12)

、
佐
藤
満
寿

衛
様(

17)

。 

 

会
員
の
皆
様
に
お
願
い 

 

東
京
支
部
活
動
の
充
実
の
た
め
に 

年
会
費
（
２
千
円
）納
入
に
ご
協
力
を 

 

同
窓
会
は
年
会
費
と
総
会
・
懇
親
会

会
費
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会

活
動
を
今
後
と
も
維
持
・
活
性
化
し
て

い
く
た
め
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

☆
同
期
会
開
催
補
助(

年
一
回) 

の
お
知
ら
せ 

東
京
支
部
で
は
、
同
期
会
の
活
性
化
を

目
的
に
平
成
24
年
よ
り
、
会
員
が
同
期
会

を
開
催
し
た
場
合
に
、
開
催
報
告
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
を
条
件
に

年
一
回
五
千
円
の
補
助
を
し
て
お
り
ま

す
。
既
に
二
桁
の
回
生
が
こ
れ
を
利
用
し

て
お
り
ま
す
。 

補
助
を
受
け
る
際
、
申
請
書
を
提
出
す

る
必
要

が
あ
り
、

補
助
の

申
請
書

は
東
京

支
部
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
か

ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー

ド
す
る

こ
と
が

で
き
ま

す
。 

 

《
編
集
後
記
》 

○
少
し
遅
れ
ま
し
た
が
16
号
を
お
届
け

し
ま
す
。
今
号
で
は
、
巻
頭
で
故
郷
の
少

子
化
に
伴
う
公
立
高
校
の
統
合
の
動
き

を
見
て
み
ま
し
た
。
5
月
に
法
要
で
帰
省

の
際
北
海
道
新
幹
線
を
利
用
し
ま
し
た
。

旧
上
磯
・
大
野
町
の
風
景
に
広
が
り
を
感

じ
れ
ま
し
た
が
、
函
館
駅
の
旧
機
関
区
の

寂
れ
た
姿
は
今
の
函
館
の
勢
い
を
表
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

○
オ
バ
マ
大
統
領
が
広
島
を
訪
問
し
慰

霊
碑
に
献
花
す
る
姿
は
、
戦
後
70
年
の
時

を
感
じ
さ
せ
る
と
同
時
に
、
色
々
な
意
味

で
戦
後
の
終
わ
り
を
感
じ
た
今
日
こ
の

頃
で
す
。 

 

（
若
林
郁
雄 

14
回
生
） 


